PPAC ガス制御系について

ガス制御について図１に概念図を示した。以下図中の記号を用いて説明する。
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図１　ガス制御系概念図

CV1,2  Normal Close

上位系から制御


CV3    Normal Open

上位系から制御+真空計と連動

CV4    Normal Close

MV1-2 は基本的に Close

MV3-5 は基本的に Open
        BA はバラトロンゲージ

1: チェンバーを真空にする時

CV1,2 を閉じ、CV3 が開いていることを確認する。

この状態でPPACとチェンバーは繋がっているので膜に気をつけながら真空を引く。

2: PPACにガスを流すとき

CV3 が閉じ、CV1,2 を開く。ガスを止めるときにはCV1,2 を閉じるだけでよい。

3: ガスハンドラーを動作させる

V3,4 を閉じる。V2,V1 の順で開き、640A を ON にする。

4: PPAC からガスを抜くとき

CV1 を閉め、CV2 を開いたままにする。

5: ガスハンドラーを止めるとき

640A をOFF にする。V1,V2 を閉め、V3,4 を開く。

6: チェンバーをリークするとき

ガスを抜いたあと、CV1,2 を閉める。その後、CV3 を開いてリークする。もしくは、ガスが入ったままでCV1,2 を閉め、CV3 を開く。その後リークする。

7: 緊急時の対策

case1: チェンバー内圧力が高まったとき

真空計の Set point を利用して、CV1,2 を閉じ、CV3 を開くようにする。PPAC HV も落とすようにする。

case2: PPAC 内圧力が高まったとき

BA(バラトロンゲージ)の圧力をモニターし、設定より高くなった場合は、CV1,2 を閉じCV3を開くようにする。PPAC HV も落とすようにする。

case3: RP の電源がおちたとき

CV4 を閉じる。より確実には、640A も OFF にする。

case4: GAS 圧が下がったとき

640A をOFF にする。

case5: CV が故障したとき。

MV1-3 を用いてガスを流す。

8: ガスハンドラーを切り離すとき

MV4,5 を閉める。

制御系統

CV1,2,3: 上位系から開閉のコントロールできるようにすると楽。また、真空計とハードウェア的に連動できるようにもしたい。上位系が大変であれば、真空計とハード的に連動させる。

CV4: RP の電源と共通にしておき、RP の電源がきれたら閉まるようにしておく。

640A: Remote でガスの ON/OFF と、圧力のモニターができるので、上位系からコント

ロールさせる。

